
本紙では「あなたがボウリング記者」と銘打って、読者投稿を募集していま

す。あなたが参加した大会や、所属しているリーグの紹介、プロトーナメント

の観戦記ほか、ボウリングにまつわる話題なら何でもOKです。当該の写真が

あれば数点添えてご投稿ください。

また健康ボウリング教室でボウリングを始めた人など、トップボウラー以外

の人も幅広く取り上げたいと思っています。自分でリポートを書くのは無理と

いう人も、こんなイベントがありますとか、こんな面白い

人がいますよなどの情報をお寄せいただくだけでも結構で

す。可能な限り紙面で紹介していきたいと思います。

投稿は本紙ホームページ（https://b-jweb.com）の「投稿

募集」（右のQRコードから直接飛ぶことが可能です）にて受

け付けています。優秀なリポートは本紙で随時採用し、掲

載号を投稿者に進呈いたします。

からのお知らせ

「あなたがボウリング記者」読者投稿大募集！

応募は
下記QR
コードから

個人定期購読 申し込み受付中

本紙『ボウリングジャーナル』は、個人定期購読の申

し込みを受け付けています。

購読料は1号385円（送料・消費税込）で、定期購読

は6カ月（2310円）、または12カ月（4620円）でのお

申し込みとなります。

定期購読をご希望の方は、弊紙ホー

ムページの申し込みフォーム（右のQR

コードから直接飛ぶことが可能です）

よりお手続きをお願いいたします。

本紙をあなたのもとへ
　　　　　　毎月直接お届けします

ＪＢＣの主催による“THE 
TEAM FESTIVAL 2024”の初
日に、取材におじゃました。こ
れまでの固定観念にとらわれな
いさまざまな試みは、お祭り的
な要素を含んだイベントという

ことを割り引いても、ボウリン
グの新たな楽しみ方、また見せ
方の提案として興味深かった。
今回のハイライトとなったJＢ

Ｃ vs ＮＢＦのエキシビション
マッチは、ある世代以上のボウ
ラーには、感慨深いものがあっ

たかもしれない。縮小傾向にあ
るボウリング業界に対する共通
の危機感が、それを実現させた
のだろうか。いろんな意味で、
今後のボウリングの変革につな
がりそうな、そんな予感も抱か
せられた。
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